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【手続補正書】
【提出日】平成23年5月18日(2011.5.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　支持体上にナノ粒子を付着するための方法であって、
　－　ナノ粒子のコロイド溶液又は懸濁液を用意する；そして
　－　大気プラズマにおいて前記支持体の表面上に前記コロイド溶液又は懸濁液を噴霧す
る、
　工程を含み、前記大気プラズマがプラズマ発生ガスを含む大気非熱的プラズマであり、
前記プラズマ中の前記プラズマ発生ガスの巨視的温度が－１０℃～４００℃の範囲で変化
しうる、方法。
【請求項２】
　前記支持体の前記表面を大気プラズマに供することによって支持体の表面を活性化する
工程をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　支持体の表面の活性化及びコロイド溶液又は懸濁液の噴霧が同時に行われる、請求項２
に記載の方法。
【請求項４】
　支持体の表面の活性化が前記支持体の前記表面の清浄化後に行われる、請求項２または
３に記載の方法。
【請求項５】
　ナノ粒子のコロイド溶液又は懸濁液を噴霧する工程が大気プラズマの放電領域又は後放
電領域において達成される、請求項１～４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　プラズマが大気プラズマトーチによって生成される、請求項１～５のいずれかに記載の
方法。
【請求項７】
　ナノ粒子のコロイド溶液又は懸濁液の噴霧が支持体の表面に実質的に平行な方向で達成
される、請求項１～６のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
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　ナノ粒子が金属、金属酸化物、金属合金又はそれらの混合物のナノ粒子である、請求項
１～７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　ナノ粒子が少なくとも一種の遷移金属、その対応する酸化物、遷移金属の合金又はそれ
らの混合物のナノ粒子である、請求項１～８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　支持体が固体支持体、ゲル又はナノ構造材料である、請求項１～９のいずれかに記載の
方法。
【請求項１１】
　支持体が炭素質支持体、カーボンナノチューブ、金属、金属合金、金属酸化物、ゼオラ
イト、半導体、ポリマー、ガラス及び／又はセラミックからなる群から選択される、請求
項１～１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　大気プラズマがアルゴン、ヘリウム、水素、酸素、二酸化炭素、空気又はそれらの混合
物からなる群から選択されるプラズマ発生ガスが生成される、請求項１～１１のいずれか
に記載の方法。
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